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研究成果の概要（和文）： 
グローバル化した世界での移民経験は、男女を問わず契約労働者の人生設計に多様な選

択肢を与えつつある。帰還移民の中には、海外で取得した資金を新築などの一時的な消費
で終わらせることなく、新しいビジネスに投資する者、あるいは、社会福祉活動に参与す
ることで資金を生かそうとする者も現れている。かつての出稼ぎ型移民労働に比 べ、現在
の移民労働はよりシステム化された制度の中にありながら、新しい起業家たちを生み出す
機会を提供していることが、本調査研究を通じて明らかにされた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Experiences as migrants in the globalized world are giving various choices to 
contract workers' life plan regardless of man and woman.  
Among return migrants, we can find those who invest their fund in a new business, or 
those who try to use funds even for social welfare activities, without consuming their 
funds for temporary purpose such as one for new housing. Migration today has got 
more systematically organized than traditional type of migration, and has been ruled 
by migration industries. But, according to our finding, even in such conditions, 
migration today gives many opportunities to emerge kinds of new entrepreneurs 
among migrants. 
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は、従来と比べてより大規模な人員を諸外
国に送り出すことを可能にする。一方、こ
うした大規模な労働力の調達は、契約期間
終了後に大量の帰還移民を生み出す。その
結果、今やインドネシアの地域社会におい
ても、海外体験を有する帰還移民は希では
なく、地域社会に影響力を与え始めている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、インドネシアを中心に、人の

移動と帰還移民を対象としている。従来の
国際移動研究においては送出し国から受入
れ国への一方向的な流れだけが主な研究対
象となってきたのに対して、本研究では、
出稼ぎ・契約労働者、研修生、留学生等さ
まざまなレベルの帰還移民が、移動という
経験を通じて獲得する価値観、そして、送
出し社会に与えうる社会経済的、文化的な
インパクトを明らかにすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
(1)文献研究によるインドネシアにおける

人の移動パターン、労働送出し制度に関す

る資料収集、(2)現地調査による人の移動パ

ターンの把握とそれらを支える社会組織、

制度の実態把握、(3)海外経験者のライフヒ

ストリー聞き取り調査、(4)受入れ国及び送

出し国における出稼ぎ／契約労働者、研修

生、留学生などからの聞き取り調査を研究

代表者および連携研究者がそれぞれの分担

にもとづいて実施し、代表者が総括を行っ

た。 
 
４．研究成果  

研究代表者である伊藤は、これまでイン

ドネシアの南スラウェシを中心に人の移動

の研究を進めてきた。そこでは、男性中心

的であり、社会的ネットワーク、親族関係

に依存した「連鎖的移住」であること、さ

らに、出身地域と移動先との間には一定の

結びつきが見出されるなどの特徴が見出さ

れた。たとえば、マレーシア・サバ州への

出稼ぎ労働者は、南スラウェシの男性が大

半を占め、プランテーションや木材工場に

従事する場合が多いのに対して、シンガポ

ールへの労働移動は、スマトラおよびジャ

ワ島出身の女性労働者が大半を占め、その

多くがインドネシア政府労働･移住省と斡

旋･派遣会社が一体化した、半ば公的な労働

送り出しシステムに基づいている。前者が

伝統的な出稼ぎ型に属するとすれば、後者

は戦前にも見られた契約労働型の延長上に

属すると言ってよい。 
一方、こうした労働者送り出し制度と異

なるのが、二国間の協定にもとづく研修生

制度である。研修生の受け入れ国として本

研究で扱うのは、日本である。企業研修生

は、派遣国の日本人の中で働く場合が多い。

また研修生は劣悪な労働環境と安価な賃労

働を強いられていると一般に指摘されるも

のの、たとえばマレーシアのプランテーシ

ョンや建設現場で働くことに比べれば、給

与面は言うまでもなく労働環境面において

も相対的に恵まれており、優位な選択にな

り得る。そうした研修生（これには 2008
年より受け入れの始まった外国人介護士・

看護士を含む）としての経験が、本人、そ

してかれらが帰還する地域社会にいかなる

影響をもたらしうるかという設問が、本研

究の課題であった。 
 以上を踏まえた上で、インドネシアにお

ける人の移動傾向を大まかにまとめればつ

ぎのようである。まずインドネシアの人の

移動は、国内移動と国際移動とに分けられ

る。 
国内移動は「ムランタウ」(merantau）と
呼ばれる伝統的な出稼ぎ労働から、近代的
工業団地での工場労働者としての移動まで
幅 が あ る 。「 ト ラ ン ス ミ グ ラ シ 」
(transmigrasi)は未開拓地にジャワやバリ
からの農民を送り込み農業開発を目指す国
家政策であったが、農耕適地の減少と移民
と地元民との摩擦に起因する民族間紛争の
頻発などにより、スハルト退陣後のグス・
ドゥール大統領時代に国家規模の国内移住
政策はいったん中止され，州単位の「トラ
ンスミグラシ・ローカル」(transmigrasi 



 

 

lokal)だけが継続するに至っている。ただ
し、自発的な国内移住はこの限りではない。
一方、国際移動では、近年では、永住を目
的する移動は非常に少なく、契約労働型が
多くを占めようになっている。インドネシ
アで女性の国際移動が急増するのはアジア
通貨危機が起きた 1997 年以降である。そ
れ以前から中東諸国、マレーシアではイン
ドネシアからの移民労働者を受け入れてい
たが、90 年代半ば頃より、新たに、シンガ
ポール、香港、台湾へ主として家事労働者
として赴くケースが急増している。以上の
ような人の移動の見取り図を理解した上で
研究代表者、連携研究者（山下晋司、小池
誠、内藤耕、長津一史、信田敏宏の諸氏）、
研究協力者（山口裕子、河合洋尚、Riwanto 
Tirtosudarmono の諸氏)による諸報告を位
置づけるとおおよそつぎのようになる。 
まず、伊藤，小池、内藤、山口、河合、

Riwanto は、インドネシア国外を主たる調
査地として、それぞれの対象地域は、香港、
台湾、韓国、マレーシア、日本、中国に滞
在するインドネシア人労働者を対象として
いる。 

本調査研究を通じて、伊藤は、香港で働
く家事労働者の文芸活動に注目することで
彼女らが社会的弱者ではなく、明確な主体
性をもつ存在であること明らかにした。 
小池は、台湾で労働経験をもつ労働者た

ちが自らがおかれた環境を内省することで、
帰国後に社会福祉活動を実践する事例をと
りあげて、労働者のもつ主体性を明らかに
した。 

内藤は、中部ジャワ農村の一家族の成長
を追うことで、海外への出稼ぎがつぎなる
起業に繋がるように、移民労働がすでにか
れらの生活にとって必要な一部分になって
いる事実を指摘した。 

山口は、南東スラウェシに居住する元日
本研修生からの聞き取り調査を通じて、彼
らの研修生として経験が次の生活のステッ
プに結びついている点を指摘した。 

河合は、第二次世界大戦から 1960 年代
半ばのインドネシアの政治動乱期に帰国を
余儀なくさせられた帰国華僑を扱い、かれ
らのライフヒストリーを通して帰国華僑の
心象に見出される「インドネシア観」を描
き出した。 

Riwanto は、日本のムスリムコミュニテ
ィに着目し、福岡におけるイスラーム寺院
建設について報告した。イスラーム寺院建
設について日本（地方）政府は、不動産上
の手続きを問題にするだけだが、より重要
なのは地元住民からのコンセンサスである
という。その意味で、イスラーム寺院建設
は住民の多文化主義の試金石になりうると
指摘した。 

長津の報告は、インドネシアの国内移動
に関するものであるが通常の国内移住とは
おおよそ様相を異にする海洋民社会につい
ての報告である。ジャワ島の沖、カリマン
タンとスラウェシ島の結節点となるサペカ
ン島におけるバジョウ人の増大が、クレオ
ール化（周辺海洋民の民族属性の変更）に
基づくものであると指摘し、クレオール化
がローカルなレベルでの民族間のせめぎ合
いを通じて生じうる事実を指摘した。 
以上 6 人の報告に対して、信田は、長年

のフィールであるオラン・アスリのドリア
ン村を拠点に、定着化したオラン・アスリ
社会の母系的傾斜について調査し、定着に
ともなう土地所有化、民族アイデンティテ
ィポリティクスとしての母系アダットの採
用、外来首長の土着化など複数の要因が母
系化の背景にあると指摘した。 

最後に、山下は、2002 年のバリ爆弾事件
の翌年からバリでおこなわれるようになっ
た”Gema Perdamaian” (「愛と平和のこだ
ま」)という催事に着目し、そこで提唱され
る多文化主義に着目した。それが単なる美
辞麗句ではなく、地元観光業界の提唱によ
ることに、バリ社会自身による「危機社会」
への乗り越えの可能性を指摘した。 

以上は本研究参加者の報告書の簡単な紹

要約である。とくに女性移民労働者を取り

囲む状況は相変わらず厳しく、国によって

は毎週のようにハラスメント事件が報道さ

れている。しかし、彼女らを含む移民労働

者は単なる社会的弱者でも被害者でもない。

本調査研究において、人の移動を個人のラ

イフヒストリーという観点から捉え直すこ

とによって、移民個人がそれぞれ有する主

体性の諸相を提示し、そうすることで、従

来の移民像とは異なる、グローバル時代を

生きる移民の諸側面を明らかにすることが

できた。そうした個々人の主体性に着目す

ることは、とかく物理的な存在、外的な存

在として見なされがちな移民労働者像を見

直す契機になると考える。（研究成果報告書

『東南アジアにおける人の移動と帰還移民

の再統合に関する社会人類学的研究』全 164

頁、序論の一部を修正抜粋） 
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